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■チケット取り扱い

■お問い合わせ

03 -5355 - 1280 http://ticket.votre.co.jp/ http://eplus.jp/

03 - 3828 - 5669
http://t.pia.jp/0 570 - 02 - 9999
（Pコード：265-317）

※一部携帯電話・PHS・IP電話はご利用いただくことができません。

チケットぴあ

イープラス(e＋)

ヴォートル・チケットセンター

就学前のお子様の同伴・入場はできませんのでご了承ください

http://www.geidai.ac.jp/東京藝術大学演奏藝術センター

050 -5525 - 2300
東京藝術大学ホームページ

http://www.t-bunka.jp/ticket/03 - 5685 - 0650
東京文化会館チケットサービス

主　催：東京藝術大学演奏藝術センター　東京藝術大学音楽学部・美術学部

入場料／全席指定

S席5,000円　A席4,000円

東京芸術大学生活協同組合
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店頭販売のみ

東京藝術大学奏楽堂
9月 11日（金）

18 :30開演

2015年

（18:00開場）

（大学構内）

平成27年度文化庁
劇場・音楽堂等活性化事業
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三田村有純「炎立つ」（2014）



　今回、まったく何も無いところから物を生
み出すことの苦しさを実感した。
　前回、「和楽の美」の脚本・演出を担当した
時は、名作『西遊記』を下敷きにしたから楽だっ
た。三蔵法師、孫悟空、猪八戒、沙悟浄、い
ずれの登場人物も、今風に言えば「キャラが
立っている」。夜、静かな中で、『西遊記』の
世界に潜り込みさえすれば、彼らは勝手に動
き出し、新たな物語を次々と生み出す。私は、
それをただ書き留めていれば良かった。
　しかし、今回の「ヒミコ」は、そういう訳
にはいかなかった。
　「ヒミコ」という人物、日本の歴史上では、
超が付くほどの有名人だが、実態がほとんど
分からない。支配していたヤマタイ国の正確
な場所さえ、未だ特定出来ないのだから無理
はない。教科書にも出ている『魏志倭人伝』
のわずかな記述をもとに人物像を考え、物語
を組み立てて行った。結果的に、最後の能「高
砂」の抜粋の外は、すべての詞を書き下ろした。
　どんな「ヒミコ」か、詳しいストーリーは、
見てのお楽しみとしたい。

　中村 雅之

（美術デザイン／東京藝術大学美術学部工芸科教授）

無から生み出す苦しみ

　日本列島に住んでいた人々は「イロ＝色」
に付いてどのような認識を持っていたので
あろうか。縄文遺跡からは朱色と黒色の色
彩を持つ漆器が夥しく出土する。一般的に
は赤が炎、太陽、命の色であり、黒は闇、夜，
死の色であると言われている。しかし日本
列島において黒土はたくさんのバクテリア
を宿して命を生みだすが、赤土は命を生ま
ない。黒色にも命が宿っているのである。
　この二色の呼び名は「あける」から「あか」
となり、「くらい」から「くろ」となった。
これは相反する色では無く、日本人は生ま
れ変わる色彩世界として捉えていた。夜に
なり、光が閉ざされた闇になると、わずか
な炎の光が際立つ。
　ヒミコはカミである。このカミは上であ
り、神であり、髪であり、紙なのである。
今回の舞台を、和紙を中心に構成すること
とした。和紙に黒漆と、赤漆をしみ込ませ、
金で命を表現し、未来へと続く光を表した
のである。

三田村 有純

交通案内
　

※駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください

京成線上野駅、東京メトロ日比谷線上野駅・銀座線上野駅より

JR上野駅公園口・鶯谷駅南口、東京メトロ千代田線根津駅より
徒歩10分

徒歩15分

所在地
　

お問い合わせ
　

〒110-8714　東京都台東区上野公園12-8　

東京藝術大学演奏藝術センター　
050-5525-2300 http://www.geidai.ac.jp/

台東区循環バス「東西めぐりん」
上野駅・上野公園から（東京芸術大学経由）

東京芸術大学下車［30分間隔］　5-1
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演奏藝術センター企画公演〈和楽の美〉
藝大フレンズ賛助金助成事業

「くらい」　「あける」　命の世界

【作　　曲】

【作　　調】

※スケジュール、曲目、出演者等は都合により
　変更になる場合もありますので
  ご了承ください

【照　　明】

【舞台監督】

【音　　響】

【録　　画】

【制作統括】

小島直文　萩岡松韻　吉川さとみ

関根知孝　武田孝史　長谷川千春　　

野村正也　三浦元則　松下　功

盧　慶順　春日徹彦

【振　　付】露木雅弥

【指　　揮】澤　和樹

【出　　演】

小島直文（長唄三味線）　

味見　純（長唄）

萩岡松韻（箏曲山田流）

吉川さとみ（箏曲生田流）　

関根知孝（能楽観世流）　

武田孝史（能楽宝生流）

盧　慶順（邦楽囃子）　

露木雅弥（日本舞踊）

東京藝術大学音楽学部邦楽科・

器楽科教員・学生ほか

（有）ライズ

増田一雄

岩崎　真

田川めぐみ　鈴木勝貴

萩岡松韻

（脚本・演出／横浜能楽堂館長・明治大学大学院兼任講師）
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